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指
し
て
村
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

親
ふ
じ
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
の

素
晴
ら
し
い
宇
検
村
の
さ
ら
な
る

発
展
と
、
村
民
一
人
一
人
が
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
基
に
高
い
志
を
持
っ

て
、
一
層
精
励
さ
れ
、
新
た
な
年

が
豊
か
で
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

新
た
な
発
想
で
全
員
参
加
の
村
お
こ
し

宇検村長

元田信有

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
村
政
運
営
に
多
大

な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心

よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰

60
周
年
の
記
念
す
る
年
と
し
て
、

群
島
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
先
輩
達
が
、
多
く
の
苦

難
を
乗
り
越
え
、
成
し
遂
げ
た
祖

国
復
帰
は
、
今
日
の
奄
美
の
礎
で

あ
り
、
先
人
達
の
団
結
力
・
行
動

力
そ
し
て
恒
久
的
平
和
を
願
う
心

は
、
奄
美
人
の
心
と
し
て
未
来
永

劫
、
次
の
時
代
へ
と
繋
ぎ
・
引
き

継
い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
再
認
識
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
達
宇
検
村
に
と
っ
て

は
、
夏
の
干
ば
つ
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大

き
な
台
風
の
襲
来
も
な
く
、
穏
や

か
な
一
年
で
し
た
。
し
か
し
、
国

内
外
で
は
大
き
な
災
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
「
安
心
で
安

全
な
暮
ら
し
」
が
出
来
る
環
境
づ

く
り
に
村
民
と
共
に
取
り
組
ん
で

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
尚
一
層
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
様
な
中
、
今
年
は
、

奄
美
群
島
特
別
措
置
法
の
延
長
の

年
で
す
。
奄
美
群
島
の
更
な
る
発

展
に
は
必
要
不
可
欠
な
法
律
で
す
。

群
島
12
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て

延
長
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
奄
美･

沖
縄
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
国
の

候
補
地
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
セ
ン
タ
ー
に
推
薦
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
湯
湾
岳
を
中
心

と
し
た
奄
美
の
貴
重
な
自
然
を
活

用
し
た
新
た
な
地
域
興
し
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
政
は
、
村
民
が
し
っ
か
り
と

声
を
出
し
、
全
員
が
参
加
し
、
新

た
な
発
想
で
行
政
と
一
体
と
な
っ

た
「
全
員
参
加
の
村
お
こ
し
」
が

重
要
で
す
。

　

地
場
産
業
の
掘
り
起
こ
し
と
、

さ
ら
な
る
発
展
、
そ
れ
ら
に
よ
る

就
業
機
会
の
確
保
、
元
気
な
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
幸
せ
を
感
じ
、

1
8
0
0
人
余
り
の
村
民
が
明
日

へ
希
望
の
持
て
る
村
づ
く
り
を
目
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様
方
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決

意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
開
か
れ
た
議
会
と
な
る
よ
う

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
村
議
会
に
対
し
、

相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し

年頭のごあいさつ

宇検村議会議長

元山公
あ き ら

知

　

年
頭
に
あ
た
り
、
宇
検
村
議
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
村
民
の

皆
様
に
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

村
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解

と
絶
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
昨
年
も
着

実
に
村
政
発
展
へ
の
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
新

年
を
迎
え
、
本
村
の
一
段
の
躍
進

を
期
し
て
、
清
新
の
気
が
み
な
ぎ

る
の
を
覚
え
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
は
、

消
費
税
引
き
上
げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、

尖
閣
諸
島
関
連
、
特
定
秘
密
保
護

法
案
が
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
現
在

の
社
会
情
勢
は
、
国
際
化
や
情
報

化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
に
は
、「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

の
2
0
2
0
年
夏
季
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
東
京
に

決
定
す
る
な
ど
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
10
月
に
は
伊

豆
大
島
で
台
風
に
よ
る
土
石
流
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
台
風
災
害

は
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
防
災

や
災
害
時
に
対
す
る
意
識
を
強
く

感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
、
奄
美
群
島
復
帰
60
周

年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
奄
美
群
島
が
注
目
さ
れ
る
中
、

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本

村
の
湯
湾
岳
周
辺
地
域
は
、
特
に

注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
素
晴
ら

し
さ
、
貴
重
さ
を
発
信
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
、
本

村
に
お
い
て
も
克
服
す
べ
き
多
く

の
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
行
政
需

要
は
、
そ
の
量
・
質
と
も
に
複
雑

多
様
化
す
る
な
ど
、
ま
こ
と
に
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
一
般
質
問
の
様
子
を
、
エ

フ
エ
ム
う
け
ん
を
通
し
て
放
送
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
の
12
月
定
例

会
か
ら
役
場
庁
舎
内
で
本
会
議
の

生
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。
日
々
、

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い

村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
さ

ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
村
民
皆
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昨
年
11
月
24
日
（
日
）、

奄
美
群
島
日
本
復
帰
60

周
年
記
念
第
15
回
宇
検
村
生
涯

学
習
推
進
大
会
・
第
25
回
文
化

祭
が
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
元

気
の
出
る
館
な
ど
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
推
進
大
会
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
、
芦
検
民
謡
保
存

会
の
み
な
さ
ん
が
芦
検
稲
す
り

踊
り
を
披
露
。
4
氏
1
団
体
の

表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
福
岡

を
拠
点
に
活
躍
す
る
テ
レ
ビ

キ
ャ
ス
タ
ー
の
山
本 

華
世 

氏

が「
未
来
の
た
め
に
・
今
、輝
く
」

の
演
題
で
講
演
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
講
演
後
は
、
料
理
教
室

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
、
歴
史

な
ど
6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
学
習
が

行
わ
れ
、
文
化
祭
に
は
12
の
団

体
・
個
人
が
出
演
。
舞
踊
や
落

語
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露

さ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

1

宇検村生涯学習推進大会・文化祭

2年に一度の学びの祭典！
多彩なプログラムで賑わう

生涯学習推進表彰者（敬省略）

4

１生涯学習推進大会オープニングで
披露された芦検稲すり踊り／２健康
づくり村民賞で表彰状を受け取る本
田 ウチエさん／３力作が並んだ作品
展示会の様子／４ワークショップ学
習料理教室で丁寧に魚をさばく参加
者／５文化祭で華麗な舞踊を披露す
る出演者／ 6 懐かしい曲を演奏した
大正琴教室の受講生

↑奄美群島日本復帰当時を
演出した村老人会婦人部

2

3

◎青少年健全育成賞　　前島 宣仁
◎健康づくり村民賞　　本田 ウチエ
◎誇り高き文化功労賞　木村 弘重
◎いきいき村づくり賞　飛田 稔、
阿室校区活性化対策委員会 ( 前田 博哉 会長 )

6

記念講演会講師：山本 華世 氏

九州や福岡で放送され
ているテレビやラジオ、
雑誌に多数出演し活躍
されている山本氏。
講演会では、出演した
番組や自らの出産を通
して経験したこと、感
じたことについて話し
てくれました。

5
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平
成
26
年
宇
検
村
成
人
式

が
1
月
4
日
（
土
）
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
元
気
の
出

る
館
で
行
わ
れ
、
16
人
の
新
成

人
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
来
賓
の
方
々
が

祝
辞
で
新
成
人
へ
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
、
新
成
人
を

代
表
し
て
重
枝 

豊
秀
さ
ん
（
湯

湾
出
身
）
が
「
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
の
行
動

に
責
任
を
持
て
る
大
人
に
な
り

ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
、
宇
検

村
に
帰
っ
て
来
て
、
村
の
活
性

化
に
貢
献
し
た
い
。」
な
ど
と

平成 26 年成人式出席者（敬省略）

宇検村成人式

夢に向かってがんばれ！
旧友との再会に笑顔あふれる

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
村
青
年
団
連
絡

協
議
会
の
進
行
で
行
わ
れ
た
祝

賀
会
で
は
、
島
唄
や
舞
踊
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
青
年
団
が
制

作
し
た
新
成
人
の
幼
児
期
か
ら

の
成
長
を
た
ど
る
写
真
映
像
も

放
映
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
来
場
し
た
恩
師
や
保
護
者

ら
と
一
緒
に
祝
賀
会
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

●高田 唯香（宇検）
●重 雄飛（石良）
●重枝 豊秀（湯湾）
●福永 顕志（生勝）
●奥田 高貴（湯湾）
●崎 姫子（湯湾）
●泰山 匠（須古）
●川上 憲紀（名柄）

●保池 泰成（久志）
●中村 勇希（石良）
●津曲 鍊（湯湾）
●松山 雄大（湯湾）
●勝 絵里奈（湯湾）
●松元 瞳美（湯湾）
●辰島 凪紗（須古）
●篠原 里美（佐念）

●＝男性 10 人、●＝ 女性 6 人
【新成人対象者】平成 5 年 4 月 2 日～平

成 6 年 4 月 1 日までに生まれた方

1

2 3

4

出席した新成人全員での記念撮影１

はたちの誓いを読み上げる重枝さん2

式典が終わり少しリラックスした様子の出席者3

旧友との久しぶりの再会に笑顔があふれる。みなさん、
とても頼もしく、とても美しかったですよ！

4

祝
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「宇検村名誉村民称号」を授与。

渡わ

た

り  
博ひ

ろ

ふ

み文
氏

奄
美
観
光
㈱ 

会
長

㈱
奄
美
大
島
開
運
酒
造 

会
長

夢
を
見
、
夢
を
追
い
、
夢
を
喰
う
。

地域産業の振興、青少年育成、教育・文化など各分野に貢献

昨年の9月定例議会において全会一致で承認され、4人目の名誉村民に選定され
ました。故郷 宇検村への熱い思いを胸に、夢に向かって挑戦し続けている渡氏。
郷土に対する限りない愛情と並々ならぬ行動力に深く感銘いたします。

昭
和
8
年
10
月
生
（
80
歳
）・
田
検

名誉村民称号を授与された渡 博文氏と永子夫人
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平
成
25
年
11
月
24
日（
日
）に
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
元
気
の
出

る
館
に
お
い
て
名
誉
村
民
称
号

の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
会
場
に

訪
れ
た
多
く
の
村
民
が
渡
氏
の

多
大
な
る
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
元
田
村
長
が
渡
氏
の

功
績
を
紹
介
し
、
名
誉
村
民
称

号
証
を
授
与
。村
章
を
か
た
ど
っ

た
名
誉
村
民
章
が
渡
氏
の
胸
に

輝
き
ま
し
た
。

　

渡
氏
は
謝
辞
で
「
父
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
郷
土
愛
。
父
が

踏
み
し
め
た
道
を
さ
ら
に
広
げ
、

確
か
な
も
の
と
し
、
宇
検
村
や

奄
美
の
発
展
の
た
め
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

『
夢
を
見
、
夢
を
追
い
、
夢
を
喰

う
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
宇
検
村

の
発
展
の
た
め
に
今
後
も
限
り

な
い
夢
を
追
い
続
け
た
い
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

渡
氏
の
多
大
な
る

　
　
　
功
績
を
称
え
る

　

平
成
9
年
か
ら
10
年
間
、
村

教
育
委
員
会
へ
本
の
購
入
費
を

寄
付
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
も
青

少
年
育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
寄
付
を
さ
れ
て
お
り
、
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
に
お

力
添
え
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
北
福
祉
大
学
陸
上

競
技
部
な
ど
、本
村
で
の
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
招
致
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
供
へ
夢
を

　

渡
氏
は
昭
和
42
年
に
㈱
奄
美

観
光
ホ
テ
ル
を
設
立
。
平
成
9

年
に
父
・
渡 

武
彦
氏
の
ル
ー
ツ

で
あ
る
宇
検
村
に
黒
糖
焼
酎
の

製
造
工
場
を
奄
美
市
名
瀬
か
ら

新
築
移
転
。
そ
の
後
も
平
成
18

年
に
は
宿
泊
施
設
や
飲
食
施
設

を
開
設
し
、
本
村
の
経
済
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ツ
の
宇
検
村
で
夢
を

　宇検村名誉村民は、公共福祉の
増進、産業・文化の興隆または学
術、技芸の進展に貢献し、その功
績が卓絶で村民の尊敬を受ける人
に対し、その栄誉をたたえること
を目的とし、村長が議会の同意を
得て選定します。渡氏は4人目の
名誉村民となります。
■宇検村名誉村民
元衆議院議員・故 保岡 武久氏

（昭和56年9月選定）
元村長・故 松元 辰巳氏

（昭和62年6月選定）
衆議院議員・保岡 興治氏

（平成12年9月選定）

　名誉村民とは…　

地域産業の振興

青少年育成とスポーツ招致

焼酎工場を構想された時に
描かれたスケッチ(平成7年度)

焼酎工場の全景

↑渡氏からの寄付を活用
して実施された未来へは
ばたく青少年育成事業

←村総合体育館で合宿を
する東北福祉大ハンド部
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